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教科の本質に向かう学びへ  

授業展開の工夫 
 本校の研究主題の「自分のはてなを追究する」とは， 

主体的に活動することである。すべての児童が「主体的」 

にかつ「意欲的」に問題解決していけば，学習の最後に 

児童一人一人が達成感を持てる授業となり，私たちが目 

指す「自分事」の問題解決へとつながる。 

 そこで，問題解決学習を通した習得的な理解を図る授 

業展開を大切にした。問題を「自分事」として捉え，自 

分の“はてな”を追究し，学級のみんなで解決しようとする 

授業展開，科学的な思考力・表現力を養う授業展開，活用を通して納得を伴った理解を図る授業

展開などを行った。また，理科で培った知識が身近な生活の中のどこで活かされるのかを探した

り，活かせないかを考えたりすることも行った。 

 そのために，理科の授業では，次のような具体的支援を大切にした。 

・ 目標に向けて，スモールステップで課題に

取り組ませる。 

・ 何のための学習なのか目的意識をはっきり

させる。 

・ 予想の理由や根拠をしっかり持たせる。 

・ はてな？を引き出す。基本的な問題解決の

流れを定着させる。 

・ 理科日記で児童の思考の流れを把握して， 

次時へ生かす。 

・ 授業中に考えや意見を伝える・共有する機

会を持つ。 

教材分析はこう変わる  
子どもが身に付ける力の視点からの教材分析  

 本校の研究主題「かかわり合い，自分のはてなを追究する理科 豊かな活動や体験を通して，気付き，かかわり合う生活科」に基づき，「かかわり合

い」が生まれる授業づくりを行ってきた。「かかわり合う」ためには，授業を行う上で児童自身が知りたい，確かめたい，伝えたい等の気持ちを持つよ

うな支援を考えていく必要がある。また，ペア，班，全体での交流など，その目的に応じた形で児童の言葉を引き出し，児童の意識の流れを大切にし，

児童の考えをつなぎ，アレンジする力が授業者に求められる。 

 そこでまず，子どもたちが「自分事」になる問題，必要感を感じる問題や分かりやすく不思議を感じる問題を設定する必要がある。そのため，教材

分析を通して，子どもが身に付ける知識・技能を的確にとらえる必要がある。また，簡単すぎる問題では，児童一人で考えることができるので，自分

の考えだけでは，解決できない問題，ちょっと悩む問題を設定しなければならない。教材研究の際に，これまでの理科にとどまらない学習履歴，系統

性の理解が必要である。 

 問題づくりができ，教材にあった対話の形態づくり・場づくりを行えば，子どもたちは自分の考えを持ち， 

友だちの考えを聞いたり，実験の結果と照らし合わせたり，他の班の結果と比べたりして，かかわり合って考 

えを深めていくことができる。その際，教師は，教材分析を通した授業者の思いに基づいて，適切な発問や投 

げかけ，児童の言葉を引き出し，つなぐことが重要である。 

 このような学習過程を通して，児童一人一人に問題解決能力を育成することができる。 

 

 

 
における の育成を目指した 授業づくりのポイント 

子どもの資質・能力の変容をどう捉えるか  

授業分析の工夫 
 理科学習では子どもの資質・能力の変容について，理科ノートを

重視している。子どもの思考過程の分かるノート指導を行い，特に

授業の終わりの「理科日記」を重視している。 

 「理科日記」には，➀自分の“はてな”について，②友だちの考

えについて，③生活に関係していると思うことについて書くように

している。その内容から指導者は子どもの見方・考え方を捉えたり，

“はてな”がまた生まれ，それを次の問題につなげたり，授業展開

の方向を修正したりしている。 


